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天
王
河
岸
の
常
夜
燈

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化
第
148
回

　
常
夜
燈
は
昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
年
）に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
元
は
四
丁

目
天
王
河
岸
際
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。燈
籠
左
側
面
に
五
人
の
寄
進
者
と
社
司・

社
掌
・
石
工
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
材
質
は
白
御
影
石（
稲
田
石
）で
、
上

部
は
ビ
シ
ャ
ン
仕
上
げ
、
下
部
は
ゴ
ブ
出
し
仕
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
献
灯
」と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
鳥
居
横
に
建
て
た
こ
と
か
ら
、
天
王
様
へ

の
奉
納
の
証
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
天
王
河
岸
は
、
か
つ
て
入
り
口
は
幅
約
六
十
ｍ
で
、
奥
約
五
十
ｍ
か
ら
幅
約

二
十
ｍ
と
狭
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
奥
か
ら
約
三
十
ｍ
の
所
よ
り
幅
約
十
ｍ

の
連
絡
水
路
が
西
に
延
び
、
隣
の
船
入
場
に
接
続
し
て
い
ま
し
た
。
数
多
の
農

船（
さ
っ
ぱ
舟
）が
農
作
業
の
た
め
に
出
入
り
す
る
河
岸
と
し
て
、
ま
た
交
通
の

手
段
や
生
活
す
る
上
で
も
重
要
な
河
岸
で
し
た
。
河
岸
前
の
大
き
な
江
間（
エ

ン
マ
）は
、
二
重
谷
・
波
逆
地
区
を
流
れ
十
番
地
区
に
通
じ
て
い
ま
し
た
。
特
に

こ
の
河
岸
は
、
文
治
四
年（
一
一
八
八
年
）に
素
鵞
神
社
が
天
王
原（
辻
）か
ら
遷

座
さ
れ
た
地
で
、
天
王
河
岸
の
河
岸
名
も
素
鵞
神
社
つ
ま
り
天
王
様
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
天
王
河
岸
は
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
素
鵞
熊
野
神
社
の
例
大
祭

の
折
に
、
お
浜
下
り
の
川
も
み
神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
の
天
王
河
岸
埋
立
、
天
王
橋
の
建
設
に
伴
い
、
常
夜
燈
は
四

丁
目
会
館
裏
の
前
川
沿
い
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
常
夜
燈
建
設
か
ら
ち
ょ
う
ど

四
十
年
目
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
倒
壊
か
ら
、
地
区
の
方
々
が
復
旧
に
努

め
ら
れ
、
約
五
十
ｍ
北
方
の
四
丁
目
御
仮
殿

側
に
平
成
三
十
年
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
高

さ
は
約
五
ｍ
三
十
㎝
余
り
の
身
の
丈
を
誇
る

凛
と
し
た
美
し
い
常
夜
燈
で
す
。
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第24回 潮来市民ゴルフ大会 結果
　11月20日（水）、ジェイゴルフ霞ヶ浦において、第24回潮来市民ゴルフ大会が開催されました。小
雨が降る中ではありましたが、182名の参加者により、熱戦が繰り広げられました。
　また、社会福祉活動に役立ててもらおうと、参加者からチャリティーとして寄せられた収益金
18,200円が潮来市社会福祉協議会に寄付されました。
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